
環境に寄与する省エネルギー技術

環境調和型トータルユーティリティシステム

ーアイシン･エイ･ダブリュ株式会社の例-
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アイシン･エイ･ダブリュ

株式会社岡崎工場で運転

を開始したトータルユー

ティリティシステムフロー

コージェネレーションシス

テムを核とした環境調和型ト

ータルユーティリティ シス

テムであり,エネルギーの有

効利用とともに,地球環境保

全に貢献している｡

近年,地球温暖化やオゾン層の破壊といった環境問題の深刻化に伴い,エネルギーの有効利用を目的とした省エネルギーに

対する関心が高まっている｡また,地球温暖化防止京都会議(COP3)により,わが国もC02などの温暖化ガスを2008年から2012

年の問に1990年比で6%削減することが取り決められ,事業者の自主的な省エネルギー努力が急務となってきている｡

これらの背景に伴い,エネルギーを多段的に有効活用(カスケード利用)するコージェネレーションシステムを核とし,環境

を配慮したトータルユーティリティシステムの産業分野での導入が拡大しつつある｡

ここで述べるアイシン･エイ･ダブリュ株式会社岡崎工場でのエネルギーシステムは,(1)環境保全,(2)コストミニマム,

(3)災害ポテンシャルの低減をコンセプトに掲げて計画,建設されたものであり,昨今の省エネルギーを取り巻く課題にこた

えるシステムである｡

はじめに

現在,炭酸ガスによる地球温暖化や,窒素酸化物によ

る酸性雨など地球的規模の環境問題の深刻化が進み,エ

ネルギーの有効利用を目的とした省エネルギーに対する

関心が高まってきている｡工場などの生産設備でも,エ

ネルギーコスト低減の見地から,高効率なエネルギー供

給が求められている｡

これらに対する取組みとして,トータルユーティリテ

イ システム,特に熱源システムや空気圧縮機システムと

組み合わせたコージェネレーションシステムは,エネル

ギーの利用効率を高めるための有力な手段として注臼さ

れている｡

ここでは,アイシン･エイ･ダブリュ株式会社岡崎.t

場が導入したエネルギーシステムのシステム構成,シス

テムの技術的特徴について紹介し,このシステムで採用

した省エネルギー施策,および導入後のCO消り減量の導

入効果について述べる｡
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アイシン･エイ･ダブリュ株式会社

岡崎工場のシステムの基本計画

2.1トータルユーティリティシステムの導入背景

アイシン･エイ ーダブリュ株式会社は,オートマチッ

クトランスミッション(AT)とカー ナビゲーション シス

テムの増産のため,交通のアクセスが良く,自然景観と

環境に恵まれた愛知県岡崎市に新工場を建設することを

決定した｡

同社では,目まぐるしく変化する社会情勢の中で,世

界一の品質･技術の先進性･スピードを製品に反映する

ため,生産に必要なエネルギーについては｢高効率で,

変化に柔軟に対止こできるシステム+を構築するという考

え方に基づいて,環境･コスト･生産性の面で最適化を

目指したエネルギーシステムを計画した｡

2.2 システム概要

新工場建設計画の当初から,同社の系列会社をモデル

としてアイシン･エイ･ダブリュ株式会社岡崎工場(以

卜,岡崎工場と言う｡)の負荷予測などを実施し,各ユー

ティリティシステムの容量,台数の選定を行った｡

このエネルギーシステムは,岡崎工場の約11万6,000mコ

に及ぶエリアに対し,電力･庄縮空乞い蒸気･冷暖房川

の熱を供給する｡ピーク負荷は,電力30,000kW,庄縮

空気4方5,000mソh,蒸気8t/h,冷熱1ガ9,000kW

は400Ref･tを,温熱7,600kWが見込まズ1ている｡

ユーティリティシステムは,敷地東側に位置するエネ

ルギー棟に集約されている｡エネルギー棟は建設面積

1,200m2,2階建,延床面積2,400mヱ(屋上使用可能)であ

鼠

(a)アイシン･エイ･ダブリュ株式会社岡崎工場エネルギー棟の全景

る｡棟内には監視室を設け,中央監視装置を用いて各設

備の監視･管理を行う｡岡崎工場エネルギー棟の全景と

ガスタービン コージェネレーション システムの外観を

図1に示す｡

システムの今寺徴

このシステムの主な特徴は次のとおりである｡

(1)高効率コージェネレーションシステムの採用などに

よるCOコ排出貰の削減

(2)機器レイアウトや配管･配線ルートなどの適切化に

よる現地工事工程短縮と,トータルコスト ミニマム化

エネルギー棟内を一一括施工することにより,配管･配

線ルートの適正化と大幅なプレハブニ【二法の採用を図り,

現地l二数とコストを低減した｡

(3)エネルギー群ごとの相互バックアップと,冷凍機,

空気圧縮機システム,および貫流ボイラの最適台数制御

電力は3電源(2回線受電＋非常電源)による段階的バッ

クアップとし,蒸気はコージェネレーション設備停止時

にも貫流ボイラでバックアップ対応が可能な容量として

いる｡

冷水については冷凍機と冷却水系で1:1対止ことし,ト

ラブル発生時の波及範囲を最小化している｡蒸気【吸収式

冷凍機ではツインタイプを採用することにより,片側運

転対応が吋能であり,遠隔アナログ監視による予防保全

を実施するシステムとしている｡圧縮空気については,

予備機を考慮した空気圧縮機の容量･台数の選定を行っ

ている｡

(b)ガスタービンコージェネレーションシステムの外観

図1アイシン･工イ･ダブリュ株式会社岡崎工場のエネルギー棟の全景とガスタービンコージェネレーションシステムの外観

ガスタービンコージェネレーションシステム(b)を核とするトータルユーティリティ システムである｡

62



環境調和型トータルユーティリティ システム 321

(4)拡張性を考慮

将来の環境改葬と_‾‾l二場拡張に伴うユーティリティ供給

設備の増設を考慮し,スペース,配管･配線ルートなど

を計画している｡

(5)その他

コージェネレーションシステム,乍気圧縦横システム

の冷却塔補給水として,排水処押水を利用している｡プ

レート熱交換器導人により,排水処理水が直接機器に流

入しない方式としている｡

システムを構成する主なサブシステムの特徴について

以下に述べる｡

3.1コージェネレーションシステム

ガスタービンには逆転信頼件の高いヘビーデューティ

タイプを採用し,さらに外気温の上昇に伴う発電山力の

低卜を防ぐため,吸気冷却システムを導人した｡

ガスタービンヘの蒸気噴射方式を一,二次の切換方式

とし,また,二次噴射での噴射景を変化させることによ

り,空調オフシーズンに生じる余剰蒸～tを電気(ガスタ

ービン発竜出ノJ)として回収している｡

3.2 熱源システム

吸収式冷凍機では,長時間道転での信頼性を重視し,

地域冷暖房施設で実績のあるヘビーデューティ仕様を採

用した｡また,ツインタイプを採川した高･中庄蒸気

仙78MPa/0.49MPa)併用システムとし,コージェネレ

ーションシステムからの排熱桝1扶養気を大幅に活用する

とともに,コージェネレーションシステムの万一のトラ

ブルに対しても,全体が停tl二しないシステムとしている｡

ターボ冷凍機も含めた冷淡機群では,シリーズ運転に

よる効率向上に加えて,冷却水の大温度差対応のシステ

ムとすることにより,人幅な省エネルギーを凶っている｡

また,ターボ冷凍機は空気圧縮機システムの冷却水を熱

源としたヒートポンプ什様とし,冬期温水供給時の省電

力を凶っている(〕

3.3 空気圧縮機システム

コージェネレーションシステムの排熱凹収蒸気によF),

駆動するスチームエキスパンダ平気止縮機ベース運転特

性に優れるターボ圧縮機,部分負荷特性に優れるスクリ

ューノー1三桁機を組み合わせて,各様岩旨の特性に合わせた滋

適制御により,高効率運転を実現する｡

また,空気圧力制御では,ラインの末端上i三力を監視し,

圧力の余剰による電気のロスが発牛しない制御とした｡

導入効果

4.1省エネルギー施策

4.1.1排熱の有効利用

コージェネレーションシステムでは,電力と熱を有効

に使用することが重要となる｡しかし,自動車関連の1‾二

場では,電力使用葺が多く,蒸気消費量が少ない傾向が

あるので,コージェネレーションシステムからの蒸気を

効率的に利用することが,導入成否の重要な安素となる｡

そのため,蒸気をカスケード利用して,エネルギー効率

を上げる,すなわち,コージェネレーションシステムか

らの蒸気をスチームエキスパンダ圧縮機で動力回収し,

さらにその低圧蒸与(を蒸気吸収式冷凍機で冷水として州

収するものとした(図2参照)｡この方式により,空気圧

縮機動力で年間約1.500MW･h,ボイラ燃料で年間約

1.5×10`～Nm3の低減がそれぞれ図れる｡また,吸収式冷

凍機から出る蒸気ドレンは回収し,ボイラ給水として再

利用している｡

4.1.2 熱源システム

(1)ヒートポンプ

冬季は暖房が必要である｡そのため,空気化縮機から

の冷却水排熱をヒートポンプの熱源水として担川又し,暖

房用温水を作る方式を採用した｡この方式により,ボイ

ラ燃料を年間約328×103Nm3低減できる｡また,電気の

､ド準化を考慮して,ターボ冷凍機でヒートポンプに対応

することとした｡

ヒートポンプのシステムフローを図3に示す｡

(2)冷却水の人温度差対応(冷却水出口温度の高温化)

冷凍機をシリーズ運転して,冷却水の山人口温度差を

人きくし,冷却水景を減らした｡この結果,配管口径の

電力

燃料 ガス

タービン

排ガス

蒸気

排ガス

ポイラ

スチーム

エキス

パンダ

吸収式

冷凍機

空気

l蒸気 蒸気
l l

I I

ドレン

冷水

図2 排熱の有効利用

ガスタービン排熱を蒸気として匝川又し,これをスチームエキス

パンダと唄収式冷凍機で多段的に有効利用している｡
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図3 ヒートポンプシステムのフロー図

空気圧縮機の冷却水を熱源水としてターボ冷凍機でヒートポン

プ運転を行う｡

縮小や,ポンプと冷却塔の搬送動力の低減を図ることが

できた｡冷却水の温度差を従来と比べて,吸収式冷凍機

で1℃,ターボ冷凍機で4℃それぞれ大きくしたので,

冷却水量を吸収式冷凍機で16%,ターボ冷凍機で46%そ

れぞれ削減できた｡

(3)冷水･冷却水ポンプのインバータ化

負荷状況に合わせてポンプのモータlロⅠ転数をインバー

タ制御することにより,省エネルギー化を図った｡
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図4 システム導入前後のCO2排出削減量

高効率コージェネレーションシステムの採用などにより,シス

テム導入前と比べて約15%のC02排出量を削減できる｡
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4.2 CO2排出削減量(予想)

このシステムでは,従来システムと比べて,工場全体

の排出量の約15.0%のCO2排出量低減が見込める｡

CO2排州削減量の計算は‾卜記条件によって算出した｡

(1)年間工場稼動口数:245日(5,880h/年)

(2)CO+排r-【1原単位:電力 0.1785kg/kW･h

都市ガス 0.63kg/N血i

このシステム導人前後のCO2排出量,削減量の内訳比

率を図4に示す｡

おわりに

ここでは,アイシン･エイ･ダブリュ株式会社の,ユ

ーティリティ供給システムの統合化によるエネルギーシ

ステムの特徴と効果について述べた｡

H立製作所は多種にわたるユーティリティ供給システ

ムを取り扱っており,環境エンジニアリングも含めて,

総合電機メーカーとしての特徴を生かすトータルユーテ

ィリティ システムに積極的に二取り組んでいる｡

ここで述べた例が今後のユーティリティシステム導入

に際しての省エネルギー計画の参考となり,省エネルギ

ーと環境問題に貢献できるものと考える｡
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